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■点字ティスプレイブレイルノートブレイルメモ
触読（読み）と点字入力（巴き）のできるKGSの点字ディスプレイ(BN46X、BM16)は、これまでの不便な点
字利用環境からの脱却を促進し、点字利用の便利さ、有効性を再認識させ、点字文化をダイナミyクに継承発

展させる情報管理機器として、多くの点字利用者に普及しています。思考するときに大切な読む（触読）巴く（

点字入力）ことを支援する編集機能（訂正、巴き込み、削除、並べ替え、検索等）がより充実し、計口のための電

卓機能、時計、アラーム、カウントダウン・タイマー、ストッブウオッチ機能、カレンダー、スケジュール帳機能に

より日常生活・身の回りの情報管理に、点字利用者必携の機器となりました。さらにパソコンとの接続による点

字ディスプレイ機能は、霜子メールの送受信（即時に意思伝達）等に欠かせないものとなり、点字情報の有料霜

子配信（点字毎日、視党障害（視党障害者支援総合センター刊）等）に対応しており、点字プリンタに直接接続し

ての点字印刷もできます。携帯に便利なキャリングケース（別売）もあります。

, EU:[9ZZM'Httナ•WI
KGSの点字技術を集大成したスマートかつハイエンドな
点字ディスプレイ 8点46マス、6MB、冠脱式パッテリー

浮（非課....................................................... 
、・オブション 外付けのドライブ(CFD-10S)を撞譲して、編纂した文●を外邸：
メディアに保存可能．白頁合成猛置（カルガルポイス）を11譲して編集中の文霞や
操作状鱈をB)IIで11認できます。．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

バソコンが不祖手でも、問単に使え、

坦所も選ばす、使い方自由自在

8点16マス、2MB、パッテリー内蔵
有料勾子配信用には

BM16-SEをこ指定ください 、 一~”
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32X48ドット、点問2.4mmのファインピッチで構成され、よ
り繊細な点図を
表現できる世界最先端の

点図ディスプレイq

浮加烈英函諏税込）

パソコン上のあらゆる画面情報を瞬時に表示し、指先から
掌で認誨活用できる新触党時代を創造する点図ディスプ

レイです。「ドットピュー」は、マトリックス状に配四された
触知ピンがアップ／ダウンして表示される点図表示部が高

速にリフレッシュされるので、スクロールや拡大／縮小な
どの操作も思いのままです。静止画（図形、グラフ表示、地

図等）、漢字はもちろん動画（ゲーム等）、点字も含めたマ
ルチ表示があらゆる場面で自由自在ですから、図形情報

アクセスに新たなる可能性を開きます。

24X32ドット、
点問3mmピッチ表示部の
標準型点図ディスプレイ

‘` ソコンの 国患学冒 ■字（一艦文字）零冨
繍作宣鑓ツールとして ツールとして ツールとして
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厄l 盲学校はどこへ行く
特別支援教育下における

視覚障害教育

香川 邦生健康科学大学教授（前筑波大学教授）

木塚泰弘 日本ライトハウス理事長

（国立特殊教育総合研究所名誉所員）

皆川春雄全国盲学校長会会長

（東京都立八王子盲学校長）

特別支援教育の改革と盲学校の戸惑い

木塚：ここのところ文部科学省から、

21世紀の障害児教育について、矢継

ぎ早に提案されました。皆川先生か

らその経過について最初にご説明願

います。

皆川：私は1998年から全国盲学校長

会会長をさせていただいています

が、その頃から障害児教育の世界も加速度的な変化があったと

感じています。国際的な流れにも呼応した形で我が国もノーマ

ライゼーションを指向する傾向が強まっていますが、こうした

中で、特殊教育120周年という節目を迎え、 21世紀の障害児教

育のあり方をどのようにするかということが、こうした加速度

的変化の根底にあったと思います。

盲学校長会は、「21世紀の特殊教育のあり方について」が検
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討されていた時期から、全国に予備

調査のアンケートを出し、校長や教

員の意見を聞いていました。そこで

問題になったのは、特殊教育という

名称、盲学校という名称、就学基準

のあり方、学校教育法上にある「欠

陥」という表現などです。7割の校長が、盲学校という名称を

変更すべしという意見でした。こうした予備調査もあって、「21

世紀の特殊教育のあり方について」は、非常に好意的に迎えら

れました。しかし、その後の特別支援教育に関する提言に関し

ては、いささか戸惑いながら受け取ったというのが正直なとこ

ろです。その理由として、特別支援教育下では、障害種別を合

わせた学校になる可能性が強いのですが、こうした状況の中で

果たして視覚障害教育の専門性が保たれるのかという不安と、

全国71の盲学校が、それぞれの地域で視覚障害教育の中心的な

役割を果たしていけるのか、という不安があったからだと思い

ます。

就学基準の弾力的改定

木塚 ：ところで、その後就学基準の改定が行なわれましたが、

改正された政令第22条の 3の中身の視覚障害に関してのとこ

ろを具体的にお願いします。

皆川：政令22条の 3には「両眼の矯正視力が概ね0.3未満の者、

又は視力以外の視機能障害が高度な者のうち、拡大鏡等の使用

によっても、通常の文字、図形等の視覚による認識が不可能又

は著しく困難な程度の者」というように、「概ね」ということが
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入ったわけです。

具体的には、①盲学校の場合は全ての教科等の指導において、

特別な配慮や工夫の下に指導を行なう必要があり云々。 ②弱

視学級の場合は、その学習が特定の教科において支障がある部

分を補う。 ③通級の場合は、教科等の学習は大丈夫だが、障

害を改善、克服するための、つまり「自立活動」に相当する部

分を継続的に指導する必要がある者、と考えたということです。

「認定就学者」は、「盲者等のうち、市町村の教育委員会が、

その者の心身の故障の状態に照らして、当該市町村の設置する

小学校又は中学校において、適切な教育を受けることができる

特別の事情があると認められる者（以下、認定就学者という）」

と規定したわけです。ですから、私どもとしては、視覚に障害

のある子どもたちの就学の場がもとから願っていたように、広

がったと考えて受け取っています。

香川：従来は視力0.1以下は盲学校、

0.1~0.3未満はどの程度学習上の困

難があるかで盲学校または弱視学

級、場合によっては通常の学級で留

意に指導するとなっていました。0.1

以上の視力の者は、学習の場の選択

が可能でしたが、 0.1未満の者は、すべて盲学校でという画ー的

な基準でした。また、視力障害の程度を最優先する医学モデル

であったとも言えます。今回の改正による基準は、視力障害の

上限も下限も弾力化して、視力障害の程度のみではなく、環境

条件や視覚的認知能力等をも視野に入れて、教育の場の選択の

幅を広げようとしたもので、その意義は大きいと思います。
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特別支援学校に対する不安と危惧

木塚：この就学基準の改正が2002年の 5月ですね。その後、 2003

年の 3月に特別支援教育のあり方に関する最終報告が出された

わけですが、それに対して、不安や反響がいろいろあったので

はないかと思います。

香川：私などは特別支援教育という体制そのものは、時代の非

常に大きなうねりの中で、 1つの流れだろうと思っていますが、

問題も幾つかあります。

問題の 1つは、特別支援教育というのは、今までの特殊教育

とは異なり、 LD• ADHD ・高機能自閉症が中心の教育だとい

う受け留め方がされがちな点です。これはちょっと違いますよ

ね。今までの我が国の特殊教育というのは場の教育でした。つ

まり、特殊教育諸学校、特殊学級、そして通級による指導とい

う、この 3つの場で行なわれる教育が特殊教育であって、通常

の学級でいくら特別なニーズを持っている子どもがいても、そ

の教育は特殊教育とは言わなかったのです。

特別支援教育というのは、特別なニーズを持っている子ども

には、そのニーズに応じた支援を、どの教育の場にいてもしよ

うではないかという発想なのです。私は、そういう発想は非常

に素晴らしいと思います。ただ、その発想の流れの中にありな

がら、今までの特殊教育は隅に押しやられて、クローズアップ

されているのが通常の学級にいるLDやADHD、高機能自閉症に

なっているというところに 1つ大きな問題があります。

もう 1つは、視覚障害や聴覚障害という感覚障害は、いわゆ

る専門性を発揮した教育を行なうと、子どもが非常に伸びる。

障害の軽重ではなく、専門性を発揮することで子どもの力を十
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



次号 (2004年8月 No.195) 予告

ポランティアをどうとらえるか
―公共図書館の協力者ガイドラインをめぐって ◎福井 哲也

ルポ 「点字・点訳学習の機会を！」の声に応えて

—チャレンジ講習会、レペルアップ研修会を開催 ◎込山 光展
先達に学び業組を知る 愛盲の精神で福祉の路を走りぬけた故・近藤正秋氏

◎阿佐悔

施設レポート ニーズから出た雇用と地域福祉と施設づくり

—視覚障害者を中心に多角経営の光友会 ◎大内 進

今を走る 「こちら研究所です」ーーパイオニアオペレーター 上野好恵さん
◎高久加代子

ITコラム 携帯電話を活用してみませんか！ ？ ◎稲垣 吉彦

表紙写真：去る 6月12、13の両日、都内で開催した「点字技能師（専

門点訳者を含む）研修会」（左）と「点字技能チャレンジ講習

会」（右）。点字の質の向上を願い、視覚障害者支援総合セン

ターと点字技能師協会の共催で行なった初めての勉強会は、

全国から 120人の参加をもって盛会裡に終わった。勉強会の

模様は次号 (8月号）ルポに掲載。
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